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1. は じ め に

個人のブログによる情報には実世界の情報を含むも

のが多い．インターネットに接続された情報端末，PC

や携帯電話によってブログは閲覧される．閲覧者の視

点からでは，実世界に関連付けられて説明が行われな

いために，閲覧者にはブログ作成者の実際の状況が伝

わりにくい問題がある．

実世界での状況伝達の問題を解決するために，我々

は携帯電話をベースとしたロボット BlogRobotを開

発した1)2)．BlogRobotはブログ記事を検索し，実世

界とリンクさせた形でブログ閲覧者に情報を提供する

ことを目的とする．記事に記載されている現場におい

て BlogRobotが指差しと頭部の視線を用いて，実世

界の情報を参照しながら情報提示ができる

本研究では，BlogRobot の拡張した形態のひとつ

として，ロボット頭部をディスプレイに置き換えた，

DiaBRoを提案する．ブログ作成者の顔や表情を頭部

ディスプレイに表示することで，作成者が情報を直接

伝えている感覚をより直感的な形で提示する．さらに，

作成者の表情の表示および，頭部ディスプレイの動き
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による視線誘導を用いる事で，通常の画面内のアバタ

では表現できない実世界での情報提示を実現する．

2. BlogRobotによる記事提示の課題

2.1 BlogRobotの概要

BlogRobot は，音声および身体表現（視線・指差

し・表情）を用いてあたかもブログ作成者が伝えるよ

うにブログの内容を提示するロボットである（図 1）．

BlogRobot は，通常のブログと極力同一のデータで

動くように設計されており，一般ユーザがロボットの

コンテンツを容易に記述できるようデザインされてい

る．BlogRobotの特徴を以下に挙げる．

• BlogRobot の動きは，ブログに埋め込まれた専

用のタグを元に生成される．タグの挿入も専用の

オーサリングツール1) で簡単にできる．

• 専用アイコンは，ブラウザで閲覧した場合，通常
のブログと同様に絵文字として表示される．

• ブログ記事の再生は，ブログ記事に関連した場所
に近づいた場合行われる．ブログ記事の位置情報

は，ブログに添付されている写真に GPS情報が

付加されていることを前提としている．

• 記事検索によってもブログ記事を再生することが
できる．

2.2 インタラクションシナリオ

例としてBlogRobotを所持したブログ閲覧者が，友

人 A さんの記事を再生する場面を想定する．記事の

内容は，駅前の新しくできたカフェについてである．

ブログ閲覧者を H，BlogRobotを Rとする．R(A)，
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図 1 BlogRobot

Fig. 1 BlogRobot

図 2 DiaBRo

Fig. 2 DiaBRo

R(B) はそれぞれブログ作成者 A さんおよび B さん

に成り代わって記事再生をする BlogRobotを示す．

R: 「駅前の新しいカフェ」という記事を Aさんが書

いているけど，見てみる？

H: なになに？（携帯電話上で再生開始ボタンを押す）

R(A): 右を見て．（視線誘導し，店を指示）

R(A): （ジェスチャ，写真で店の説明）

R(A): このコーヒー好きなんだけど，君はどう？（同

意を求める）

H: 私も好きだな．（携帯電話上で同意ボタンを押す）

R(A): だよね?（喜ぶ表情）

R(A): （説明続行）

R(A): Bさんの記事見て行ってみたけど，よかった！

R: Bさんの記事にリンクがあるけど，見てみない？

H: みてみよう．どれどれ．（リンク先の再生を選択）

R(B): （記事内容を紹介）

2.3 課 題

BlogRobot は記事を再生する際，記事の内容とロ

ボット自身の発話と区別するために音声を変えた合成

音声で発話する．合成音声のため，読み上げ速度，ピッ

チ等の設定を変化させても，ブログ作成者の切り替わ

りがわかりにくい問題がある．2.2 節のシナリオでは，

作成者AとBの切り替わりが発生している．また，ロ

ボット自体による記事の紹介もある．Aさんの記事・

ロボットによる記事紹介・Bさんの記事といった切り

替わりを明示しなければならないが，音声情報だけの

場合，どこからが Bさんの記事かわかりにくい．

また，現状の BlogRobotが持つ目玉やまぶたのみ

では，顔の表情を作ることが困難なために，表現が難

しい問題がある．

上記課題を踏まえ，ロボットの頭部を小型のディス

プレイに置き換え，次の点を実現する．

• ブログ記事再生中にブログ作成者の顔を表示する
• 感情を表現した画像を表示する
• 頭部ディスプレイの動きによる視線の再現

3. 頭部ディスプレイを搭載したDiaBRo

DiaBRoの頭部ディスプレイには小型の有機ELディ

スプレイを用いた（図 2）．縦 128ピクセル，横 160

ピクセルの解像度を持ち，True Color による表示を

行うことができる．また，首部の 3つのモータにより

ピッチ，ロール，ヨー方向に動作させることができる．

頭部の動きによってディスプレイ内に表示されている

顔画像の視線の方向を再現する．

3.1 ブログ作成者の顔の表示

ブログ記事の再生中，ブログ作成者の顔の画像を表

示する．作成者が自身の顔やエージェントの表情をブ

ログに登録することにより，ブログ再生で利用できる．

2.2節のシナリオの例では，ブログ記事再生時にロボッ

トエージェントの顔からブログ作成者の顔に切り替え，

誰によって語られているのかが明示される．

3.2 ロボットエージェントの顔の表示

BlogRobotがブログを再生していない場合には，頭

部ディスプレイに顔の CGが表示され，ロボットエー

ジェントとしての感情表現を行う．笑う，悲しむ，困

るなどを表現した画像を頭部ディスプレイに表示する

できる．

4. ま と め

本稿では，BlogRobotの頭部を小型のディスプレイ

に置き換えた DiaBRo を提案した，DiaBRo は頭部

ディスプレイにより，ブログ記事再生中のブログ作成

者の顔の表示や，ロボットエージェントの表情を表現

することが可能である．ディスプレイの搭載により，従

来問題であった再生されるブログの作成者がわかりに

くいといった問題を解決したと共に，表情による感情

表現を用いた情報提示が可能となった．今後，頭部の

ディスプレイ部での表示機能を利用することで，様々

なアプリケーション展開をする予定である．
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